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T雌とHT維を交配し，受精後， 8.5， 10.5， 12.5または， 14.5日目に， X線 (10R)急照射あるいは，
ウレタン(1.0昭/g体重)皮下注射を行った。F，胎児は，7つの毛色劣性遺伝子座b(brown茶色)，
P (pink-eyed dilutionうす茶色)， c" (chinchillaチンチラ色)， d (dilute灰色)， pa (pallidあかるい










ポットの出現頻度は， 8.5， 10.5， 12.5日目X線 (110R)照射により，それぞれ12/141(0.085)， 26/ 








8.5， 10.5， 12.5日目胎児での標的細胞数はそれぞれ404，530， 2，375個と推定され，発生が進むにつ
れ増加していた。これをもとに， 1 R， 1遺伝子座あたりの突然変異率を求めると， 8.5日目の胎児で
















検出法 (PT-HTF1法)について， X線及びウレタンを用いて基礎的実験を行っている O 本論文よ
り， in vivo体細胞突然変異の検出可能な胎児期が、決定され，胎生12.5日目処理により生殖細胞法の2，000
分の lのマウス数で突然変異を検出できることが示された。しかも 1R， 1遺伝子座あたりの突然変異
は，精原細胞のそれと一致していた。その結果，生殖細胞法では事実上不可能であった微量変異原の遺
伝的影響を調べる有力な方法であることを明らかにした本論文は，環境有害因子に絶えずさらされてい
る人類へのリスクを推定する上で，極めて重要な知見を含んでおり，医学博士論文にふさわしいもので
ある。
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